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＊種　　 別 / 県無形民俗文化財　風俗慣習

＊名称・員数 / ショウキ祭

＊指定年月日/ 平成１７年３月２５日

■文化財の概要

武須沢入の鐘馗祭り 　牧　野　　　　武須沢入鐘馗様保存会

平瀬の鐘馗祭り 　平　瀬　 　　  平瀬区鐘馗様保存会

大牧の鍾馗祭り 　大　牧 　　  大牧鍾馗保存会

熊渡の正鬼祭り 　熊　渡 　　　熊渡区・正鬼大神

夏渡戸の鍾馗祭り 　夏渡戸 　　　夏渡戸区

名　　称  　　　　地　　区 　 　　所有者・管理者

本 人　  　　　　　　   平 堀 区

本 人　  　　　　　　 行 地 区

本 人　  　                   津川２区

本 人　　                     岡 沢 区

岩 太　　　  　　　　　　赤 岩 区

本 人　  　                   奥 田 区

  勝　　                       津川１区

正 樹　　                     岩 谷 区

　 三　　                     平 堀 区

  修　　                       小手茂区

本 人　　                     平 堀 区

本 人　　                     中 山 区

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

　ショウキ祭りは、阿賀野川流域の阿賀町の５地区と明治

期の終わりに津川から伝わったといわれる新発田市の浦(正

貴祭り）に伝承される迎春の行事で２月上旬から３月中旬

まで行われる祭りです。

　祭りでは、男もしくは男女１対のわら人形(ショウキ)を製

作し、五穀豊穣や災難退散を祈り、地区境のお堂などに安

置します。

　地区によってその大きさや形状が異なりますが、顔や胴

などを分担して作る工程には、昔ながらのわら細工の技術

が随所に残っています。

山口  晴大 (はると) く　ん　 (11月26日)　聡 史　           実川島区

清田   那月 (なづき) ちゃん (11月30日)　  亮 　 　        水 沢 区

清田   夢月  (ゆづき) ちゃん (11月30日)　  亮　　　       水 沢 区

斎藤   綾花 (あやか) ちゃん (12月 4日)   和 哉　　　     九 島 区

山口   莉胡  (り   こ) ちゃん (12月14日)　俊 輔　　　     平 堀 区

さん

● 赤ちゃん氏名（誕生日）　　　　　　　　　　　　保護者名　　　　　　　 　住所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

＊古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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 ……………………………14～19

………………………………… 20

………………………… 21

■転　入……………………………………………………

■転　出……………………………………………………

■出　生……………………………………………………

■死　亡……………………………………………………

1 3人

2 6人

5人

1 2人

■　男　………………………………………………

■　女　………………………………………………

■合　計………………………………………………

■世帯数………………………………………………

7,209 人　　

7,763 人　

14,972 人　

5,305 世帯

1 2月の異動

阿賀町の人口（12月31日現在）

********************************************

********************************************　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
「
広

報
あ
が
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
の
情
報
や
地
域
の

話
題
等
、
充
実
し
た
内
容
の
誌

面
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
か
ら

の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
十
二
支
の
十
二

番
目
に
あ
た
る
亥
年
。
そ
も
そ

も
十
二
支
と
は
昔
、
方
位
、
時

刻
、
年
月
日
を
表
す
の
に
用
い

た
十
二
種
の
動
物
の
名
で
、（
亥

＝
猪
）
は
北
か
ら
三
〇
度
西

寄
り
を
、
時
刻
で
は
午
後
九
時

こ
ろ
か
ら
約
二
時
間
を
指
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
わ

ざ
に
も
あ
る
「
猪
突
猛
進
」
の

よ
う
に
今
年
も
目
標
に
向
か
っ

て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町長・町議会議長新年のあいさつ

町議会１２月定例会

確定申告のお知らせ

つがわ狐の嫁入り参加者募集

阿賀町地域ニュース

あがスポーツ＆カルチャー

各種お知らせ

行 政 区 紹 介

１月～２月カレンダー

2007
  （平成19年）

【飼育飼育】真田 幸保真田 幸保さん（馬取馬取区）【飼育】真田 幸保さん（馬取区）

…………………………………………………………

…………………………………………………………

♥ 結婚した人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  住所

齋藤　純一　　　　　　　　　　　　　　　　　　松ヶ丘区

斎藤　洋美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平 堀 区{

◆ 亡くなった人          　　　（年齢）  世帯主氏名　　                                   住所

長谷川 勝義

阿 部  平 吉

佐 藤  良 蔵

菅 原  タ ツ

齋 藤  キ チ

長谷川 恒男

清 田  ア イ

荘 司  ヨ 子

杉 　  ハ ナ

三 留 ナミヨ

清 野  勝 榮

清 野  　 力 　

………………

………………

………………

………………

………………

(80歳)

(69歳)

(78歳)

(90歳)

(100歳)

(80歳)

(86歳)

(101歳)

(86歳)

(92歳)

(85歳)

(75歳)

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

…………………………

▲大牧区

▲ 夏渡戸区
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町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
健
や
か
に
佳
き
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
昨
年
9
月
に
は
、
皇
室
に
悠
仁
親
王
が
男
の
子
と
し
て
は
父
で
あ
る
秋
篠
宮
様
以
来
41

年
ぶ
り
の
ご
誕
生
と
い
っ
た
大
変
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
翌
月
4
日
に
は
、
初
の
戦
後
生
ま
れ
の
宰
相
と
な
る
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
が
誕
生

し
、
国
民
の
期
待
を
一
身
に
受
け
て
新
内
閣
の
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
一
方
で
、
中
・
高
生
の
自
殺
な
ど
、
教
育
現
場
の
荒
廃
と
イ
ジ
メ
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ま
た
、
官
製
談
合
等
で
三
県
の
首
長
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
組
織
構
造
に
大
き
な
一
石
が
投
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を

問
わ
れ
る
出
来
事
が
繰
り
返
し
大
き
く
紙
面
に
報
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
変
残
念
な
が
ら
全
国
ニ
ュ
ー
ス
の
縮
図
を
見
る
よ
う
な
不

祥
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
 

　
昨
年
12
月
の
出
直
し
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
支
援
と
温
か
い

ご
協
力
を
賜
り
、
町
政
の
舵
取
り
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
の
選
挙
結
果
は
、
ま
さ
に
混
迷
す
る
町
政
を
一
刻
も
早
く
正
常
化
し
、
信
頼
の
回

復
を
図
れ
と
の
叱
咤
激
励
と
真
摯
に
受
け
止
め
、
常
に
町
民
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
ク

リ
ー
ン
で
公
平
な
開
か
れ
た
町
政
を
第
一
の
責
務
と
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
 

　
と
り
わ
け
、
本
町
の
高
齢
化
問
題
と
そ
れ
に
伴
う
少
子
化
、
過
疎
化
の
波
は
、
当
面
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
直
面
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
合
併
時
の
協
定
事
項
を
基
軸
に
据
え
、
自
然
豊
か
な
本
町
の
四
季
折
々
の
美
し

い
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
伝
統
、
文
化
を
大
切
に
継
承
し
、
合
併
効

果
を
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
実
感
で
き
る
町
政
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
 

　
都
市
部
で
は
、
い
ざ
な
ぎ
を
超
え
る
好
景
気
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
地
方
に
お
い

て
は
、
そ
の
実
感
は
乏
し
く
、
町
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
適
切
か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行
を
心
が
け
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
に
至
る
ま
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

でとうございます 新年あけましておめ でとうございます 新年あけましておめ でとうございます 新年あけましておめ 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
輝
か
し
い
平
成
19
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
昨
年
来
か
ら
の
町
政
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
掛
け
し
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く
損
ね
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
議
会
と
し
て
も
そ
の
都
度
、
指
摘
、
改
善
要
請
を
し
て
来
た
こ
と
と
は
い
え
、
そ

の
責
任
の
一
端
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
議
会
の
果
す
べ
き
役
割
で
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
加
え
て
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
提
案
型
の
議

会
と
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
近
年
の
経
済
、
社
会
環
境
、
特
に
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
等
々
、

年
々
複
雑
多
様
化
し
、
町
民
生
活
安
定
の
為
の
、
行
政
に
対
す
る
需
要
も
多
様
化
す
る
と

共
に
、
課
題
も
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
本
町
に
お
い
て
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、
医
療
問
題
に
寄
せ
る
町
民
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
教
育
改
革
や
若
者
の
定
住
対
策
、
産
業
振
興
、
商
店
街
の
活
性
化
等
、
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
に
重
要
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
が
一
致
団
結
し
知
恵
を
出
し
合

い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
発
に
し
、
勇
気
と
元
気
を
出
し
て
前
進
し
て
行
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
、
先
人
達
が
永
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
や
文
化
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
素
晴
し
い
環
境
、
特
性
を
生
か
し
た
、
他
に
は
無
い
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
こ
の
阿
賀
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
、
誇
り
と
自
信
が
持
て
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
は
厳
し
く
と
も
、
必
ず
暖
か
な

春
が
来
る
こ
と
を
信
じ
、
皆
ん
な
で
手
を
携
え
頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
本
年
も
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

い
　
か
ん 

 

こ
う
　
は
い 

し

っ

た
　
げ
き
　
れ
い 

し
ん
　
し 

ま
い
　
し
ん 



１月号　4　5　広報あが

　津川、鹿瀬、上川中学校の３校の統合（平成
２０年４月１日予定）にあたり、昨年８月１５日
から９月１５日までの間、小・中学校児童生徒、
保護者、地域の皆さんを対象に新しい統合中学
校の名称を公募したところ、全体で１０８通の応
募がありました。
　１０月２７日（金）の名称検討委員会の審査結果
を基に、町教育委員会、町議会の議決を経て新
中学校の校名が次のように決まりました。

定住情報専門ページを開設

　阿賀町議会１２月定例会が１２月２０（水）～２２日（金）まで町役場議場で開催され、平成１８年度一般

会計及び特別会計補正予算をはじめとする１６案件が可決されました。

●一般会計補正予算（第８号）

　歳入歳出補正予算額 …… １億４，９５４万８千円

　歳入歳出予算総額 …… １４７億３，６７８万３千円

●国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

　歳入歳出補正予算額 ………… ８，２８６万７千円

　歳入歳出予算総額 …… １７億４，４７６万５千円

●老人保健特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出補正予算額 ………… ２億１，８２１万円

　歳入歳出予算総額 …… ２３億８，５１２万３千円

●介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）

　歳入歳出補正予算額 ……………… ２２万１千円

　歳入歳出予算総額 …… １８億２，２６３万２千円

●介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正

　予算（第２号）

　歳入歳出補正予算額 ……………… ３２万７千円

　歳入歳出予算総額 …………… ２，２０４万４千円

●診療所特別会計補正予算（第４号）

　歳入歳出補正予算額 …………… ９３３万９千円

　歳入歳出予算総額 ……… ２億６，１６５万５千円

●下水道事業特別会計補正予算（第４号）

　歳入歳出補正予算額 ………… ３，９４７万６千円

　歳入歳出予算総額 ……… １４億５，１５７万４千円

●水道事業会計補正予算（第３号）

　資本的収入（国庫補助金、企業債借入金等）

　補正予算額 …………………… ▲２５０万１千円

　予算総額 ………………… １１億７，０４５万８千円

　資本的支出（各施設の工事費、企業債償還金等）

　補正予算額 …………………… ▲２３２万６千円

　予算総額 …………………… １２億３３９万９千円

●人権擁護委員候補者の推薦

　　人権擁護委員の候補者として杉崎　男さん

　（平堀区）、佐藤道代さん（石畑区）が推薦さ

　れました。

●阿賀町立学校設置条例の一部改正

　　平成２０年度より、津川、鹿瀬、上川中学

　校の３校を廃し、阿賀津川中学校を設置しま

　す。

主な案件

一般会計補正予算の主な事業

●建設工事請負契約の締結

　　森林管理道根元山線開設工事の契約が一部

　変更されました。

●阿賀町墓地条例の制定

　　現在、町にはマコノ浦霊園（七堀区）、み

　かわ霊園（あがのニュータウン）の２つの町

　営墓地があり、このたび阿賀町墓地条例が制

　定されました。

■集会施設建物購入費 ………… １，６５３万６千円

　　従来、集落等で所有していた集会施設を買

　い取り、町有化します。

■道の駅「阿賀の里」トイレ改修工事 …… １，５００万円

　　既存のトイレ施設の老朽化に伴い、改修工

　事を実施します。

■町民保養センター水路改修工事 …… ３，６００万円

　　保養センター（京ノ瀬区）裏の法面崩壊を

　防止するため、改修工事を実施します。

■後地住宅建築工事設計委託料 …… １，０１０万円

　　平成１９年度に予定している町営住宅（後地

　区）建設のための設計を実施します。

■津川中学校屋内体育館建設工事設計委託料

 …… ３，５５３万２千円

　　統合中学校の新設に伴い、平成１９年度に既

　存の体育館、プール、寄宿舎を解体撤去し、

　新たに体育館を建設するための設計を実施し

　ます。

　１２月８日（金）、魚沼市の地域振興センターを

会場に「第１４回新潟県自然薯品評会」が開催

されました。

　これは、新潟県自然薯生産振興協議会が主催

し、自然薯栽培技術の向上などを目的に毎年開

催しているものです。

　当日は、栽培者が出品した自然薯の品質を審

査員が評価し、優秀なものに賞が授与されまし

た。審査は、自然薯の長さ・重量・形・色・粘度・

糖度などを比較し、１等３点、２等３点、３等

４点、ユーモア賞１点が選出されました。

　阿賀町からは奥阿賀自然薯生産組合の組合員

１３名が出品し、どの自然薯も審査員から高い評

価を受け、次の３名の方が受賞されました。大

変おめでとうございました。

      ２等　優秀賞　清野　英子さん（三階原区）

      ２等　優秀賞　伊藤ケイ子さん（鹿 瀬 区）

  ユーモア賞      伊藤　文雄さん（鹿 瀬 区）

◎統合中学校の名称

　

◎その他の主な応募案は次のとおりです。

　・津川中学校

　・阿賀中学校

　・東
とう

蒲
かん

中学校
　・城南中学校

　・阿賀城南中学校

　・奥阿賀中学校　　　　など

　なお、現在検討中の内容については、「広報

あが」２月号にてお知らせします。

　町だより７月号（４ページ）でお知らせした

阿賀町定住促進事業のひとつである情報発信体

制の充実として、町ホームページに定住情報専

門のページを立ち上げました。

　このページは空き家・空き地情報、求人情報、

定住者の体験談など、Ｕ・Ｉターンを考えてい

る方々の知りたい情報が満載。また、阿賀町の

魅力を十分宣伝し、阿賀町への定住を働きかけ

ていきます。

【定住情報ＨＰアドレス】

http://www.town.aga.niigata.jp/teiju/

　町では、空き家・空き地を有効利用し、都市

住民との交流拡大や、町内への定住者増加によ

る地域の活性化を目的とした「空き家等情報登

録制度」を実施しています。

　現在、阿賀町への定住を考え、空き家・空き

地を利用したい方の登録が５件。売買・賃貸希

望の空き家８件、空き地５件の登録があります

が、まだまだ物件が不足している状況です。

　空き家・空き地をお持ちで「貸したい」「売

りたい」と考えている方は、ぜひ、下記問い合

わせ先までご連絡ください。

　登録の手続きについては、町だより８月号（８

ページ）をご覧ください。

＜問い合わせ先＞

町役場 企画課 企画調整係 ☎９２－３１１４

空き家・空き地情報募集

行政報告を行う神田町長

品評会の会場の様子

丈
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　町では２月１６日から３月１５日までの期間、町県民税と所得税の申告を各地域の相談会場で受付

します。申告をしなければならない方は、平成１８年中に各種の収入があった方で、次の「申告が必

要な方」の要件に該当する方です。

　申告が必要と思われる方には、事前にハガキ等でご案内しますが、それ以外の方でも申告をしな

ければならない場合は、お気軽に最寄りの申告相談会場をご利用ください。なお、収入が１事業所

からの給与だけで年末調整を済ませ、給与支払報告書が事業所から町に提出されている方や税務署、

商工会等で確定申告を済ませた方は申告する必要はありません。

※前年確定申告をして、今年も所得税の確定申告が必要と思われる方には、税務署から確定申告書

　が郵送されます。

　

平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
阿
賀
町
に
住
所

の
あ
る
方
で
次
に
該
当
す
る
場
合
は
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告
が
必

要
で
す
。
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あ
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収
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会
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・
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（
本
人
の
認
印
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・
金
融
機
関
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
の
も
の
）　

　
　

※
所
得
税
の
還
付
金
が
見
込
ま
れ
る
方

　

・
そ
の
他
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

●
注
意
点

　

申
告
書
は
各
申
告
会
場
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
無
収
入
で
あ
っ
て
も
平
成
１９
年
度
に
各
種
制
度

（
国
民
年
金
免
除
・
福
祉
関
係
等
）
の
申
請
が
必
要
な

方
は
、
申
告
を
し
な
い
と
証
明
書
等
が
発
行
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
者
（
雇
用
者
）
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
源

泉
徴
収
票
」。
建
築
業
等
で
源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ

な
い
日
給
者
の
方
は
、
就
労
日
数
及
び
単
価
が
分
か

る
資
料
。

　

自
営
業
、
農
業
、
建
築
業
等
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

収
支
内
訳
書
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売
上
、
仕
入
、
必
要
経
費
等
の
分
か

る
帳
簿
、
伝
票
、
領
収
等
）

※
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
今
回
よ
り
す
べ
て
の
方

　

が
収
支
計
算
と
な
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
金
や
原
稿
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支
払
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す
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支
払
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民
年
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て
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る
方
は
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公
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年
金
等
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入
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配
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類
。

●
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療
費
控
除　
　

　

病
院
等
が
発
行
す
る
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
。

※
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額
医
療
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納
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や
、
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険
会
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か
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れ
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金
額
が
あ
れ
ば
そ
の
証
明
書
等
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額
の
分
か

　

る
書
類
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【
お
願
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】

　

領
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多
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合
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お
待
ち
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だ
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間
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長
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な
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す
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で
合
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額
を
計
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し

て
き
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だ
さ
い
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●
生
命
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険
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保
険
料
控
除

　

保
険
会
社
、
郵
政
公
社
、
農
協
等
が
発
行
す
る
領

収
書
、
ま
た
は
証
明
書
。

●
扶
養
・
障
害
者
控
除

　

扶
養
控
除
に
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

申
告
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
障

害
者
控
除
に
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い
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は
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手
帳
等
。

●
住
宅
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等
特
別
控
除

　

家
屋
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土
地
）
の
登
記
簿
、
請
負
契

約
書
、
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
、

住
民
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等
。

※
こ
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

　

に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
料
控
除

　

各
種
保
険
料
の
領
収
書
や
納
付
金

額
が
分
か
る
書
類
。

まもなく確定申告の時期です
町・県民税、所得税の申告相談が始まります

申告期間　２月１６日（金）～３月１５日（木）

＜問い合わせ先＞  町役場　 税   務  課　住民税係　☎９２－５７６１　上川支所　税   務   係　☎９５－２２１１
　　　　　　　　　　　　  鹿瀬支所　税   務  係    ☎９２－３３３０   三川支所　税   務    係　☎９９－２３１１
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平成１８年度所得税法改正のお知らせ
（重要なもの）

　定率控除が２０％から１０％に縮小されます。
　（定率控除は平成１９年分より廃止されます。）
＜問い合わせ先＞
町役場　税 務 課　住民税係　☎９２－５７６１　　　三川支所　税 務 係　☎９９－２３１１
　　　   鹿瀬支所　税 務 係　☎９２－３３３０　　　新  津  税  務  署　☎０２５０－２２－２１５３
　　　   上川支所　税 務 係　☎９５－２２１１　　　   

　関東信越税理士会新津支部では、次の日程で申告についてのご相談や申告書作成支援を無料で行っ
ています。確定申告の作成方法でお困りの方は、この機会をぜひご利用ください。
■対象者
　○年金を受給されている方
　○給与所得者で　
　　①医療費控除を受ける方
　　②２か所以上から給与を受けている方
　　③年の途中で退職した場合などで年末調整を受けられなかった方
　※なお、「住宅借入金等特別控除」については対象としていません。
■相談会場
【新津会場】新津本町二番館 ２階 ２０１会議室
　　　　　   期　間：２月１日（木）～２月１６日（金） ※土曜・日曜、祝日を除く
【五泉会場】五泉市役所 ４階 ４０１会議室
　　　　　   期　間：２月９日（金）～２月１５日（木） ※土曜・日曜、祝日を除く
　　　　　   ※開設時間は、両会場とも午前９時から午後４時まで
　　　　　（受付は午後３時で終了、正午から 午後１時までは昼休み時間です。）

関東信越税理士会新津支部よりお知らせ

　税務職員を装い、勤務先や取引銀行を聞き出したり、現金を持ち去る事件が発生

しています。このような被害にあわないよう十分ご注意ください。
＜問い合わせ先＞
　新津税務署　新潟市善道町１－６－３８
　　個人課税部門　 ☎０２５０－２２－２１５３

税金の相談はお気軽に税務署や税理士へ

税理士にご注意！偽

■日　　時　３月４日（日）午後１時３０分～

■会　　場　狐の嫁入り屋敷

■募集組数　先着２５組（定数になり次第締め切ります。）

■申込締切　２月２３日（金）

■副　　賞　賞金２０万円　他

■応募資格　次の条件を満たすカップル

　　　　　　①平成１９年５月４日から平成２０年５月２日までに結婚するカップル　

　　　　　　②５月３日のイベント当日と実行委員会が指定する練習日（２日間程度）に必ず

　　　　　　　参加できるカップル

　　　　　　③平成１９年度中の町の観光行事（１１月の「つがわ狐の里帰り市」等）に必ず参

　　　　　　　加できるカップル

　　　　　　④「花嫁・花婿」衣装をつけての行列には体力が必要です。健康で体力に自信

　　　　　　　のあるカップル

　平成１９年５月３日に開催する「第１８回つがわ狐の嫁入り行列」の花嫁・花婿及び行列参加

者を県内外から広く募集します。

　今回で１８回目を迎え、５万人を超える観光客が訪れる「つがわ狐の嫁入り行列」の主役に

あなたもなってみませんか。

■日　　時　５月３日（祝）

　　　　　　集合・受付：午後１時３０分

　　　　　　行　　　列：午後５時～午後９時

■内　　容　町内の住吉神社から麒麟山公園までのおよそ２ｋｍを「花嫁・花婿」のお供と

　　　　　　して行列します。

■応募資格　高校生以上の健康な方（若干名）

　　　　　　※５月３日イベント当日と実行委員会が指定する練習日（２日間程度）に必ず

　　　　　　　参加できる方

■申込締切　３月１６日（金）

　　　　　　※申込み多数の場合は抽選となります。

＜申込み・問い合わせ先＞

　　　　　　町役場　商工観光課内「つがわ狐の嫁入り行列実行委員会事務局」

　　　　　　☎９２－４７６６

つがわ狐の嫁入り行列つがわ狐の嫁入り行列
花嫁・花婿及び行列参加者募集花嫁・花婿及び行列参加者募集
つがわ狐の嫁入り行列

花嫁・花婿及び行列参加者募集

　「本庁舎を訪れる町民の皆さんが利用しやすい環境づくり

を」と、正面玄関エレベーター脇に総合案内所を設置しました。

　庁舎を訪れた際、不明な点等がありましたら気軽にお尋ね

ください。
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■みんな元気にヨイショッ！ヨイショッ！～保育園もちつき大会～

■「飲んだら運転させないでください！」～冬の交通事故防止運動～

■クリスマスプレゼント
　お寿司はいかが

シ
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ズ
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い
し
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も
い
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とこなみ保育園 上条保育園 

わかば保育園 

日出谷保育園 

サンタさんありがとう ～保育園クリスマス会～■サンタさんありがとう ～保育園クリスマス会～
　12月21日（木）（木）、22日（金）（金）に町

内保育園でクリスマス会が開かれ内保育園でクリスマス会が開かれ

ました。ました。 

　当日、園児たちは元気いっぱい　当日、園児たちは元気いっぱい

に歌やダンスを踊り、サンタさんに歌やダンスを踊り、サンタさん

が来るのを楽しみに待っていましが来るのを楽しみに待っていまし

た。た。 

　鈴の音とともにサンタさんが登　鈴の音とともにサンタさんが登

場すると、子どもたちは大喜び。場すると、子どもたちは大喜び。

「なんで赤い服を着ているの？」「なんで赤い服を着ているの？」

「煙突もないのにどこからお家に「煙突もないのにどこからお家に

入ってくるの？」などと質問をし入ってくるの？」などと質問をし

たり、サンタさんと仲良くダンスたり、サンタさんと仲良くダンス

を踊ったりと、楽しいひとときをを踊ったりと、楽しいひとときを

過ごしました。過ごしました。 

　また、楽しみにしていたプレゼ　また、楽しみにしていたプレゼ

ントをサンタさんから手渡されるントをサンタさんから手渡される

と、子どもたちは「サンタさん、と、子どもたちは「サンタさん、

ありがとう」と満面の笑みを浮かありがとう」と満面の笑みを浮か

べていました。べていました。 

　12月21日（木）、22日（金）に町

内保育園でクリスマス会が開かれ

ました。 

　当日、園児たちは元気いっぱい

に歌やダンスを踊り、サンタさん

が来るのを楽しみに待っていまし

た。 

　鈴の音とともにサンタさんが登

場すると、子どもたちは大喜び。

「なんで赤い服を着ているの？」

「煙突もないのにどこからお家に

入ってくるの？」などと質問をし

たり、サンタさんと仲良くダンス

を踊ったりと、楽しいひとときを

過ごしました。 

　また、楽しみにしていたプレゼ

ントをサンタさんから手渡される

と、子どもたちは「サンタさん、

ありがとう」と満面の笑みを浮か

べていました。 

■スキー場安全祈願祭

　12月11日（月）から20日（水）までの10日間、「冬の

交通事故防止運動」が実施されました。運動期間

中は、年末の忘年会などでお酒を飲む機会が増え、

飲酒運転による交通事故が心配されることから、

上川地域では12日（火）、各温泉施設を訪問し、

飲酒運転追放の呼びかけが行われました。 

　悲惨な交通事故に「遭わない、遭わせない」た

めにも、飲酒運転は絶対にやめましょう。 

　クリスマスイヴの12月24日（日）、老人ホーム

きりん荘に津川「寿司割烹彩海」さんのご好意

によりお寿司が贈られました。今年で6回目と

なった贈り物は入居者の皆さんも毎年楽しみに

しているものです。入居者の皆さんは、彩海店

主の長谷川勝栄さんから手渡された心温まるプ

レゼントに舌鼓をうっていました。 

　12月6日（水）に日野川保育園、13日（水）に上条

保育園でもちつき大会が行われ、「ヨイショヨイシ

ョ」の掛け声で園児が一生懸命にお餅をつきまし

た。2人1組で杵をおろす姿はなんともかわいい

ものです。 

　「きれやすい子ども」が問題になっている昨今、

町の明日を担う子どもたちは、このお餅のように

粘り強く、温かく成長していってほしいものです。 

　12月15日（金）、三川・温泉スキー場で今シーズ

ンの営業オープンを前に、「スキー場安全祈願祭」

が行われました。 

　23日（祝）のオープン当日は降雪がなく営業でき

ませんでしたが、毎年、大勢のスキーヤーやスノ

ーボーダーでにぎわいを見せる三川・温泉スキー

場。ファミリーから上級者までが楽しめるコース

を準備し、皆さんのご来場をお待ちしています。 
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豆剣士１年間の練習成果を披露
　１２月９日（土）、三川Ｂ＆Ｇ海洋センターを会

場に「剣道講習会」と「昇級審査会」が開催され、

町内各剣道教室で練習を重ねた、少年・少女剣

士２７名が参加しました。

　昇級審査会では、日ごろの練習成果を発揮し

ようと気合いの入った声を出し、見事な剣さば

きで、相手を目掛けて「コテ」「メン」「ドー」

と素早く打ち込んでいました。

三川剣士会 鹿瀬剣友会

スポーツ & カルチャー information

スポーツ & カルチャー  informationあが

■日　　時    １月２５日（木）、２６日（金）

　　　　　    ２月  １日（木）、  ２日（金）

　　　　　    初　　   日：午後６時３０分～

　　　　　    ２日目以降：午後７時～

■会　　場     三川・温泉スキー場

■対  象  者    小学５年生以上（定員３０名）

■参  加  費    １人２，０００円

■申込締切    １月２２日（月）

■そ  の  他　・リフト代等は個人負担です。

　　　　　     ・現地集合、現地解散となります。

　　　　　     ・積雪状況により日程が変更にな

　　　　　　   る場合もあります。

■申込み・問い合わせ先

　町教育委員会　社会教育課　スポーツ振興係

　　　　　　　　　　　　　　    ☎９２－３３３３

　町公民館三川分館を会場に、１１月８日から毎週

水曜日４回にわたり、紙バンドによる「素敵な手さ

げバッグづくり」が行われました。

　材料はダンボ－ル箱梱包用に使われる紙製のバン

ド状のもので、丈夫な「エコクラフト」。講師の「工

房竜」樋口賢竜先生からの指導のもと、赤・黒・茶・

ベージュ色の好みのバッグが完成しました。生徒か

らは、早速材料を購入し、「小型バッグ」「パンかご」

「ミカンかご」などに挑戦したいとの声も聞かれました。

　そば粉十割の年越しそば作りを目指し、町公

民館三川分館で「そば打ち教室」が開催されま

した。

　当日は見学者を含め１６名の方が参加。参加者

のなかには、ゆで方が分からないといった方も

多く、苦戦しながらも楽しくそば作りを行って

いました。

自作の手さげバッグと一緒に

　１２月９日(土)、町公民館で音楽鑑賞会を開催

しました。「さゆりストリートジャズオーケス

トラ」を招いてジャズやラテンの名曲のほか、

日本の歌謡曲やアニメソングと幅広いプログラ

ムで約２０曲を披露。バンドの生演奏の迫力と

アップテンポなリズムで会場は一気に盛り上が

りました。

　また、クリスマスも間近ということでクリ

スマスソングの演奏中には、サンタが登場する

という粋な演出もあり、大勢の来場者が楽しく

ジャズを満喫できた素敵な夜となりました。

演奏を楽しむ来場者の皆さん 「さゆりストリートジャズオーケストラ」の皆さんによる演奏

熱心にそば作りを行う参加者

　１２月２３日（祝）、上川保健センターを会場に、「あ

そび塾クリスマスケーキ作り」が行われました。

　当日は、上川地域の小学生１～６年生で構成され

るあそび塾会員３３名が参加。講師の町食生活改善

推進委員協議会の皆さんの指導のもと、１人ひとり

クリーム作りにとまどいながらも、自分なりのケー

キを作成していました。
クリーム作りに悪戦苦闘
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各種お知らせ

工　事　件　名 施工場所 入札月日 入札業者数 契約額（円） 契 約 者 工　　期

三階原配水池築造工事 広谷地内 12月 7日 15業者 35,700,000 （株）水倉組阿賀営業所 平成19年3月23日まで

中央南部簡易水道送配水管（第５工区）布設工事 日野川地内 12月 7日 14業者 13,230,000 安田設備工業（株） 平成19年3月23日まで

中央南部簡易水道配水管（第１工区）布設工事 日野川地内 12月 7日 14業者 14,490,000 安田設備工業（株） 平成19年3月23日まで

町道京ノ瀬政島線改良工事 京ノ瀬地内 12月14日 14業者 28,875,000 西興産（株） 平成19年3月20日まで

かのせ温泉赤湯改修工事 鹿瀬地内 12月27日 11業者 41,685,000 小柳建設（株）東蒲原営業所 平成19年3月26日まで

中央南部簡易水道配水管（第６工区）布設工事 豊川地内 12月27日 14業者 13,440,000 西興産（株） 平成19年3月26日まで

中央南部簡易水道配水管（第７工区）布設工事 日野川地内 12月27日 14業者 12,915,000 （株）巴山組 平成19年3月26日まで

中央南部簡易水道実施測量設計委託 広谷地内 12月27日 ８業者 14,490,000 （株）新光コンサルタント 平成19年3月28日まで

１２月１日（金）～１２月２７日（水）まで
建設工事等入札結果（契約額 1,000万円以上）

＜問い合わせ先＞　町役場　総務課　管財係　☎９２－３１１３

冬期間の水道・下水道料金について
　１月～４月は冬期間とし、基本的に検針は行い
ません。（上水道※の冬期間は１月～３月としま
すが、大口契約箇所については検針を行います。）
　使用料については１０月～１２月の３か月の平均
使用量により算定し、通常通り請求させていただ
きます。（昨年は平均使用量に調整率８０％を掛け
て算定していました。）
　なお、検針再開月に冬期間の精算を行います。
口座振替を行っている方の領収書については３月
に発送する予定です。
　何かご不明な点がありましたら、下記へお問い
合わせください。
　※上水道…野村・天満・広沢・平堀・津川・上ノ山・
　　西・赤岩・角島・京ノ瀬の一部・大鹿瀬地区
 ＜問い合わせ先＞
　町役場　企 業 課　水道業務係　☎９２－５７６６
　　　　　鹿瀬支所　企　業　係　☎９２－３３３３
　　　　　上川支所　企　業　係　☎９５－２２１５
　　　　　三川支所　企　業　係　☎９９－１０２２

冬期間の凍結防止対策はご存知ですか？
　気温が氷点下まで下がると、水道管が凍結しやすく
なります。
　水道管が凍結してしまうと、水が出なくなるばかりで
なく水道管が破裂する恐れもあります。また、空き家
等で水道管が破裂すると周りの人に迷惑がかかります。
冬期間など水道を使用しない家屋の所有者の方は、休
止の手続きを取るなど、凍結防止に留意してください。
　ご家庭の水道は皆さんの財産です。寒さから守り、
大切に使いましょう。
●凍結しやすいところ
　・水道管が屋外でむき出しになっているところ。
　・水道管が北向きの場所にあるところ。
　・風当たりの強いところ。
●凍結の防ぎ方
　・むき出しになっている水道管は、保温材や凍結防
　　止ヒーターの取り付けをお勧めします。（取り付
　　ける場合は、町指定給水装置工事事業者へお申込
　　みください。）
　・夜の冷え込みが厳しいときは、湯沸器などの水抜
　　きをしましょう。
　・蛇口から箸の太さ程度に細く水を出すことも有効
　　です。
●凍結してしまったときは
　　蛇口を全開にし、タオルをかぶせ、その上から約
　５０℃のお湯をゆっくりかけましょう。
　※熱湯はかけないでください。水道管が破裂する恐
　　れがあります。
●破裂してしまったときは
　　水道メーターボックス内に止水栓がある場合は、
　止水栓を閉めて水を止め、町指定給水装置工事事業
　者へ修理を依頼してください。

「公的年金等の源泉徴収票」
が送付されます

国民年金からのお知らせ

　国民年金・厚生年金保険及び船員保険から支給さ

れる老齢を支給事由とする年金は、所得税法の規定

上「雑所得」として取り扱われ、課税の対象となり

ます。

　そのため、社会保険業務センターでは、所得税が

老齢給付から源泉徴収されたか否かにかかわらず、

老齢給付を受けている受給者全員に対して『公的年

金等の源泉徴収票』を平成１９年１月３１日までに交

付します。

　源泉徴収票に記載している内容は、平成１８年に

支払われた年金の総額、社会保険料の金額（介護保

険料額）、源泉徴収税額及び控除内容です。

　なお、源泉徴収される方は、原則として所得税の

確定申告をする必要はありませんが、年金以外に給

与等の所得がある方など、確定申告をする必要があ

るときに『公的年金等の源泉徴収票』は添付書類と

して必要になりますので、紛失されないようご注意

ください。

　昨年１１月に「阿賀町訪問看護ステー

ション」が開設されました。

　在宅で療養生活を送られている方が安心して過

ごせるよう、病状の観察や日常生活看護などの

サービスを行っています。

　ご利用を希望される方は、かかりつけ医、ケア

マネージャー、当ステーションのいずれかにご相

談ください。

＜問い合わせ先＞　町訪問看護ステーション　　　

　　　　　　　　（鹿瀬診療所２階）☎９２－０３１０

町訪問看護ステーションからの
お知らせ

■職　　種　臨時援助員

■年　　齢　６０歳未満の方

■資　　格　保育士、社会福祉士、介護福祉士、社

会福祉主事、理学療法士、作業療法士、

言語聴覚士、教師等

■勤務時間　週４０時間以内

（午前７時３０分～午前９時３０分など短

時間の勤務の可能な方も募集します。）

■登録期間　平成１９年４月１日から平成２０年３月３１

日までとし、その間に臨時の職が生じ

た場合など、必要な業務に応じ、登録

者の中から選考して期間を定めて採用

します。登録は雇用を保証するもので

はありません。

■申込締切　２月２８日（水）

※登録申込書の用紙はふなおか学園・

　ふなおか更生園庶務にあります。

■申込み・問い合わせ先

　　　　　　ふなおか学園・ふなおか更生園　庶務

（五泉市尻上１１８番地）

☎０２５０－４２－０８３３

新潟県中東福祉事務組合

ふなおか学園・ふなおか更生園の
臨時職員登録者募集

（老人保健該当者も含む）

【届出に必要な書類】

　　・保険証

　　・印鑑

　　・事故証明書

＜問い合わせ先＞　町役場　住民課　保険年金係

　　　　　　　　　☎９２－３１１０

第三者による被害届を国保の窓口に届けて
ください

　冬の阿賀町のイベントとして定着しました「御神

楽温泉まつり」も第１０回を迎えました。今年は第

１０回を記念し、各種イベントも華やかに、そして

豪華景品も多数取り揃えてお待ちしています。皆さ

んお誘い合わせのうえ、ご来場ください。

■期　　間　１月２０日（土）～２月２８日（水）

■会　　場　御神楽温泉郷

　　　　　　「みかぐら荘」「小会瀬」「あすなろ荘」

■イベント内容

①期間中の入浴料・宿泊料の割引

②１０回を記念して豪華景品の当たる

　お楽しみ抽選券の発行

③オープニングイベント

　１月２０日（土）さいの神・振る舞い

　酒・雪中花火など

④ファイナルイベント

　２月２５日（日）１０回を記念した大

　イベントを予定

⑤施設ごとのミニイベント開催

■問い合わせ先

　　　　　　みかぐら荘　☎９５－２１２１

　　　　　　小　会　瀬　☎９５－３５３５

　　　　　　あすなろ荘　☎９５－２３７５

１２月から
○営業時間を変更しました
　温　泉：午前１０時～午後７時
　食　堂：午前１１時～午後７時
　　　　　（ラストオーダー：午後６時４０分）
○１週間毎に男女の浴室が入れ替わっています
　のれんをご確認してからお入りください。

入館料：一律３００円［２月２８日（水）まで］

＜問い合わせ先＞　七福荘　☎９５－３５５０

１年の始まりは「 」から

　１２月３日（日）より「トントンあったとにいがたの

昔ばなし」がＢＳＮテレビにて放送されていますが、

その中で阿賀町の「西山日光寺の猫ばなし」が放送

されることになりました。皆さんぜひご覧ください。

■放送日時　２月１８日（日）

　　　　　　午後４時３０分～

■問い合わせ先

　　　　　　斎藤接骨院　☎９２－４０１６

「西山日光寺の猫ばなし」のテレビ放送のお知らせ

企業課からのお知らせ
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各種お知らせ

介護保険シリーズ介護保険シリーズ４平成19年4月からの平成19年4月からの
要支援１・２の方の介護予防サービス提供内容要支援１・２の方の介護予防サービス提供内容

（以下のサービスは、介護保険制度で認められているサービスですが、阿賀町では各
サービス提供事業所において、現在サービス内容などを検討しているところです。）

介護予防通所介護

　要支援１・２の方は、介護保険制度の介護予防サービス（予防給付）の対象となります。通所系

のサービスを中心に、必要に応じて訪問系のサービスや福祉用具等のサービスが利用できます。

　なお、サービス費用の１割（および食費等）を利用者が負担することになります。

　通所介護施設に通って生活機能の向上を目的としたサービスを受けます。全員に提供される共通

的サービスと、個々の必要性や希望に応じて提供される選択サービスを組み合わせて利用します。

共通的サービス

●食事の提供や排泄、入浴など日常生活上の支援
●居宅での生活行為に活かすことを想定しての、身体的・精神的な支援

選択的サービス　※単独あるいは組み合わせて利用

●運動器による機能向上
　機能訓練指導員や介護職員等の指導により、
筋力トレーニング、バランストレーニング、有
酸素運動、ストレッチなどを行います。

●栄養改善
　管理栄養士の指導により、低栄養や疾病を予
防するための食事内容や調理方法、食材調達方
法などの指導や相談を行います。

●口腔機能の向上
　歯科衛生士や言語聴覚士等の指導により、口
腔内の健康を保つための指導や、摂食・嚥下機
能を向上させる訓練などを行います。

●アクティビティ
　施設ごとに介護予防に役立つさまざまなプロ
グラムが提供されます。

プラス

介護予防通所リハビリテーション

　通所リハビリテーション施設に通って、理学療法士や作業療法士により、生活機能の向上を目的

としたリハビリテーションを受けます。全員に提供される共通サービスと、個々の必要性や希望に

より提供される選択的サービスを組み合わせて利用します。

共通的サービス

●食事の提供や排泄、入浴など日常生活上の支援
●生活行為を向上させるためのリハビリテーション等

選択的サービス　※単独あるいは組み合わせて利用

●運動器による機能向上
　機能訓練指導員や介護職員等の指導により、筋力トレーニング、バランストレーニング、有酸
素運動、ストレッチなどを行います。

●栄養改善
　管理栄養士の指導により、低栄養や疾病を予防するための食事内容や調理方法、食材調達方法
などの指導や相談を行います。

●口腔機能の向上
　歯科衛生士や言語聴覚士等の指導により、口腔内の健康を保つための指導や、摂食・嚥下機能
を向上させる訓練などを行います。

プラス

介護予防訪問介護

　利用者が自力では困難な行為について、同居家族の支援や地域の支えあい・支援サービスが受け

られない場合に、ホームヘルパーの訪問によるサービスが利用できます。

※なお、従来の「身体介護」「生活援助」の区分はなくなり一本化されました。また、いわゆる介護タクシー

　など「通院等乗降介助」については、要支援１・２の方は利用できません。

介護予防福祉用具貸与・販売

　介護予防に資する福祉用具について、貸与や販売を行います。貸与については使用期間を限定し、

定期的に必要性を見直します。

貸与の対象となるもの 販売の対象となるもの

・手すり（工事をともなわないもの）

・スロープ（工事をともなわないもの）

・歩行杖　・歩行補助つえ

・腰掛便座　・特殊尿器　・入浴補助用具

・簡易浴槽　・移動用リフトの吊り具

※車いすや特殊寝台等、上記以外の福祉用具については、要支援１・２での利用が想定しずらいことから原

　則的に保険給付の対象となりません。（特に必要性が認められる場合には例外的に対象となります。）

●介護予防訪問入浴介護
　居宅に浴室がない場合や、感染症などの理由から、そ
の他の施設における浴室の利用が困難な場合などに、浴
槽を提供しての訪問による入浴介護が提供されます。

●介護予防訪問リハビリテーション
　居宅での生活行為を向上させる訓練が必要な場合に、
理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が訪問により短期
集中的なリハビリテーションを行います。

●介護予防訪問看護
　疾患等を抱えている人について、看護師が居宅を訪問
して介護予防を目的とした療養上の世話や診療の補助を
行います。

●介護予防居宅療養管理指導
　医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士などが居宅を訪
問し、介護予防を目的とした診療や療養上の管理、指導
を行います。

●介護予防短期入所生活 / 療養介護
（ショートステイ）

　福祉施設や医療施設に短期間入所して、介護予防を目
的とした日常生活上の支援や機能訓練などが受けられま
す。

●介護予防住宅改修費支給
　手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をした
際、２０万円を上限に費用を支給します。

●介護予防特定施設入居者生活介護
　有料老人ホーム等に入居している高齢者に、介護予防
を目的とした日常生活上の支援や介護を提供します。

●介護予防認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

物忘れがあるなど軽度の認知症が心配される高齢者が、
スタッフによるケアを受けながら共同生活する在宅で
す。
※要支援２の方のみ対象

＜問い合わせ先＞　町役場　福祉保健課　介護保険係　☎９２－５７６３
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各種お知らせ

＜問い合わせ先＞

　町役場　福祉保健課　保健指導係　☎９２－５７６３

　１２月８日（金）に行
われた３歳児健診で
むし歯のなかったお
子さんを紹介します。

江え

が

わ川　

美み

夢み

ち
ゃ
ん

町内の保育園児に「大きくなったら何になるの？」と将来の夢を聞いてみました。

三種混合予防接種

■日　　時　２月５日（月）

　　　　　　受付：午後１時３０分～午後２時

■会　　場　やまぶきの里

■対象地域　津川地域・鹿瀬地域・上川地域に

　　　　　　在住の方

■対 象 児　平成１８年１１月５日までに生まれ、

　　　　　　まだⅠ期及び追加接種をしていな

　　　　　　い乳幼児。

■持 ち 物　予診票・母子健康手帳

麻しん・風しん混合予防接種(２期目)

　平成１８年７月１日の予防接種法改正により、

麻しん・風しん単独ワクチン接種者も、麻しん

風しん混合ワクチン２期 (小学校入学前に接種 )

接種の対象となりました。

　つきましては、平成１２年度生まれで、まだ麻

しん・風しん混合ワクチン接種をしていない方は、

小学校入学前までに接種してください。

町へのご寄付ありがとう
ございました

随時更新しています。

詳しくは、ホームページを

ご覧ください。

科名 
曜日 月 火 水 木 金 受付時間

内 科
新患－吉嶺
再来－蒲澤

新患－蒲澤
新患―吉嶺（10）
新患―伊倉（17.31）
新患―蒲澤（24）
再来―小山

新患－蒲澤
再来－吉嶺

新患－蒲澤
再来－吉嶺

午前8時30分から
午前11時30分まで

小 児 科 渡部医師 新潟大学医師 渡部医師 渡部医師 渡部医師

外 科 岡医師 岡医師 岡医師 岡医師 岡医師

眼 科 新潟大学医師 新潟大学医師

皮 膚 科 新潟大学医師 新潟大学医師

泌 尿 器 科 山本医師

神 経 内 科 西澤医師
（1月15日ＡＭ）

内科でお聞きく
ください

脳神経外科 本田医師 午後1時から
午後3時まで耳鼻咽喉科 新潟大学医師 新潟大学医師

整 形 外 科 中禮医師 午後1時30分から
午後3時まで

産 婦 人 科 がんセンター医師 新潟大学医師 午後1時30分から
午後3時30分まで

ペインクリニック 小川医師
(第１・３金曜日ＰＭ)

内科でお聞きくだ
さい

内 視 鏡
エ コ ー
心 エ コ ー

胃カメラ
(毎週月曜日AM)
新潟大学
日本歯科大学医師

心エコー
(第1,3火曜日PM)
新潟大学医師

大腸カメラ
（毎週金曜日ＰＭ）
新潟大学医師

外 来
直 通 電 話

内科　92－4100　産婦人科　 92－4105　地域連携 92－3868
外科　92－4101　整形､皮膚科､糖尿 92 － 4120
会計窓口 92 － 3310

脳神経外科、産婦人科
耳鼻咽喉科、整形外科
ペインクリニック

の診療科は午後
診療です。

外来診療科及び担当医のご案内
１月分 　１月１日現在

　会計窓口　９２－３３１０

　内科外来　９２－４１００

　病　棟　　９２－３３９１

　　〃　　　９２－４０７５

　薬剤部　　９２－４１２７

　放射線科　９２－４１３１

　検査科　　９２－４１３７

　栄養科　　９２－４０６６

　地域連携室 ９２－３８６８

新潟県立津川病院
　〒959-4497 阿賀町津川 200 番地
　☎ 0254-92-3311　FAX 0254-92-4964

皆さんのご意見を下記までお寄せください。
　○ホームページアドレス http://www11.ocn.ne.jp/̃tugawahp/
　○ｅ-メールアドレス　 tug-keiei@sage.ocn.ne.jp
　○県立津川病院内御意見箱
　○手紙の場合は県立津川病院事務長宛

上条保育園　ゆり組

　中
なかじま

島　くるみちゃん　６さい

　おおきくなったらケーキや

さんになって、チョコケーキ

やショートケーキをうりたい

です。

上条保育園　ゆり組

　加
か と う

藤　匡
きょうすけ

将くん　６さい

　おおきくなったらおもちゃ

やさんになって、ポケモンや

ウルトラマンやパズルをなら

べておきゃくさんにかっても

らいます。

もみじ保育園　き組

　佐
さ と う

藤　大
たいせい

生くん　６さい

　ぼくはおおきくなったら、

おこのみやきやさんになりた

いです。そして、みんなにか

んたんなつくりかたをかんが

えておしえてあげたいです。

もみじ保育園　き組

　長
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谷川　璃
り

緒
お

瑠
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ちゃん　６さい

　わたしはおおきくなった

ら、ふねにのってたくさんの

さかなをとるりょうしさんに

なりたいです。
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陽は
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と大
く
ん

渡わ

た

べ部　

広ひ

ろ

と都
く
ん

訂正とお詫び
先月号で掲載した記事のなかで誤りがあ
りました。訂正してお詫び申し上げます。

ページ 記事タイトル 誤 正

６
阿賀町の財政状況
一般会計予算の執行状況
【歳出】凡例

収入済額 支出済額

「幸せの輪-地域医療研修を通して」

　熊のほうが人間よりもたぶん多く、町

並みにところどころ昭和を残す街、それ

が阿賀町。この人口１万５千人の田舎町

の常勤医師５人しかいない小さな病院に

研修医が来るようになって１年半が経ち

　　　　　　　　ました。合計約２０人が６週間という短い

期間ですがこの街を次々と訪れました。個性あふれる若い優

秀な頭脳の持ち主は、まず驚きます。「やあここまで（高齢

化が）すごいとは思わなかった」。今の若い医師の大半は都

会育ちであり、田舎の生活にあまり慣れていないのでしょう。

さらにへき地診療で山間部の集落に辿り着くと、１００歳を

超える元気なお年寄りの暮らしを目の当たりにします。ここ

は果たして同じ日本だろうかと目をぱちくりさせながら。

　研修医の皆さんは極めて真摯に研修します。外見は一見

クールなようで実は思慮深く優しい人が多いのです。診療

を通して必死に患者さんの在宅生活や家族の状況を思い描

こうとしています。おそらく今までの大病院での研修では

そのような思考練習は必要なかったのでしょう。なぜなら

大病院からの退院患者さんが今目の前にいるからです。あ

る研修医はこう言いました。「疾患だけにとらわれること

なく、その人の全身状態や環境、家族、また背景に至るま

で十分に検討しその後の生活でその人にとってどんなこと

が必要なのかを学びました」。こういうことを素直に語れ

る「専門医」に育ってくれれば嬉しい限りです。

　実は当院の地域医療研修は内心おもしろいと我ながら

思っています。訪問診療やへき地診療および入院患者の主

治医になったり初めて一人で外来診療をやってみたり、と

いう日常業務だけではなく、やっぱりアフターファイブの

研修もお薦めです。住民さん相手に健康についての講演を

したり、地元の医師会や行政職や介護スタッフおよび住民

の方々と食事をしながら議論したり・・・。

　昔は冗談で話していた「医は算術」という時代がとうと

う本格的にやってきました。私たちはお金に目がくらんで

大切なものを逃さないよう気をつけなければいけません。

算術は確かに必要ですが本質は仁術（忍術？）であるとい

うことを忘れてはなりませぬ。

　ある研修医は阿賀町を去る時こう言いました。「訪問診療

や遠隔地への巡回診療は、患者さんに非常に喜んでもらえ

たことが自分としてもうれしく感じられ、医師として若い

うちに少しでも経験できてよかったと思い、その重要性と、

いつか自分もそういった仕事をまたやりたいという気持ち

も芽生えました。」そして彼は幸せな気持ちで次の研修先へ

向かいました。それを

聞いて私も幸せな気持

ちになりました。一時

の気の迷いだったとし

てもそれはそれでよい

のです。しっかりと幸

せの輪を拡げていこう

ではありませんか。

へき地診療

　　　　

◎このたび亡くなられたご遺族の方
　から、町の社会福祉事業のために
　寄付がありました。　　

　　●故　斎藤　キチさん（赤岩区）
◎農事組合法人大沼愛松園（胎内市）から町の社
　会福祉事業のために寄付がありました。

　

◎このたび亡くなられたご遺族の方から、交通安
　全協会上川支部へ寄付がありました。
　　●故　斎藤　哲史さん（九島区）

交通安全協会へのご寄付ありがとうございました

院長　吉嶺氏
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月 日 曜日 予 定 時 間 場 所

11　
　
　
　
　
　

月

　
　
　
　
　
　

月

15 月
リハビリ教室
三種混合予防接種

１０：３０～
１３：３０～１４：００受付

町公民館
やまぶきの里

16 火
町県民税第４期分納期（～１月３１日）
国民健康保険税第１０期分納期（～１月３１日）
あそびの教室（津川地域） ９：３０～１１：３０ やまぶきの里

17 水
定例年金相談
フッ素塗布（平成１４・１７年度生まれ）

１０：００～１４：００
１０：００～１０：３０

町役場本庁　多目的ホール
やまぶきの里

18 木
定期監査（～１月１９日）
ちびっこ広場計測日（三川地域）
三種混合予防接種（三川地域）

９：００～
９：３０～１１：３０
１５：３０～１６：１５受付

町役場本庁　小会議室
わかば保育園
町営診療所みかわ

19 金 ７・１０か月児健診 １３：３０～ やまぶきの里

20 土

21 日 阿賀町青少年剣道大会 ８：３０～受付 三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

22 月

23 火 鹿瀬診療所休診日

24 水 つくし教室（鹿瀬地域） ９：３０～１１：３０ 町公民館

25 木
ちびっこ広場（三川地域）
麻しん・風しん混合予防接種（三川地域）

９：３０～１１：３０
１５：３０～１６：１５受付

わかば保育園
町営診療所みかわ

26 金 １歳６か月児健診 １３：００～ やまぶきの里

27 土 石戸延命寺「裸押し合い祭り」 １９：００～ 石戸延命寺

28 日 三川ふれあいミニサッカー大会 三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

29 月 ４か月児健診・ＢＣＧ接種 １３：３０～ やまぶきの里

30 火

31 水

22　
　
　
　
　
　

月

　
　
　
　
　
　

月

1 木 三種混合予防接種（三川地域） １５：３０～１６：１５受付 町営診療所みかわ

2 金 ちびっこ広場（三川地域） ９：３０～１１：３０ わかば保育園

3 土

4 日 上川地域世代交流ゲートボール大会 上川Ｂ＆Ｇ海洋センター

5 月 三種混合予防接種 １３：３０～１４：００受付 やまぶきの里

6 火
定期監査（～２月７日）
三川早春ゲートボール大会

９：００～ 町役場本庁　小会議室
三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

7 水 つくし教室（鹿瀬地域） ９：３０～１１：３０ 町公民館

8 木
ちびっこ広場（三川地域）
三種混合予防接種（三川地域）

９：３０～１１：３０
１５：３０～１６：１５受付

わかば保育園
町営診療所みかわ

9 金 ３歳児健診 １３：００～ やまぶきの里

10 土

11 日
建国記念の日
雪のカーニバル
三川男女混合ソフトバレーボール大会

津川Ｂ＆Ｇ海洋センター
三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

12 月 振替休日

13 火
鹿瀬診療所休診日
あそびの教室（津川地域） ９：３０～１１：３０ やまぶきの里

14 水 フッ素塗布（平成１５年度生まれ） １０：００～１０：３０ やまぶきの里

15 木 ちびっこ広場計測日（三川地域） ９：３０～１１：３０ わかば保育園

16 金

固定資産税第４期分納期（～２月２８日）
国民健康保険税第１１期分納期（～２月２８日）
町県民税・所得税申告相談開始（～３月１５日）
７・１０か月児健診 １３：３０～ やまぶきの里

17 土

18 日 三川・温泉スキー場感謝祭 三川・温泉スキー場

１月～２月カレンダー

あが野ニュータウン区

区長：伊藤 信雄

人口　男 ７６人
　　　女 １２０人
　　　計 １９６人

　世帯数 １０５戸

平成18年12月31日現在

▲区の様子（北）

　抑々、向鹿瀬とい
う地名の由来は、万
葉の昔から鹿が群れ
をなして瀬を渡る姿
がしばしば見られた
ところから、阿賀の
上流からみて左岸の
集落を鹿瀬、右岸の

▲御前ヶ鼻公園

向
むかい

鹿
か の せ

瀬区（鹿瀬地域）
区長：
長谷川 博

人口　男 １５３人
　　　女 １９７人
　　　計 ３５０人

　世帯数 １５５戸

平成18年12月31日現在

　あが野ニュータウン区は、国道

４９号線から三川ＩＣの間にあり、

国道からあが野北地区、１㎞離れ

てあが野南地区があります。平成

８年に分譲され、平成１３年に自

治会が結成された、まだ日の浅い

区です。

　あが野北には、伝説で知られる

御前ヶ鼻があり、現在は公園が整

備されて遊歩道もあり、東屋から

眼下を見下ろす景色は素晴らし

く、良い眺めです。あが野南には、

わかば保育園をはじめ、町診療所

▲区の様子

（三川地域）

集落を向鹿瀬と名づけられたと古老より聞く。
　文献に拠れば、角神集落の奥、草倉の地にあった銅山を
古川市兵衛が明治政府より払い下げを受け、銅生産にあた
り財をなし現在の古川機械金属（株）の礎となったと伝え
られている。
　当時銅山の従業員は数千人に及び、学校、病院、郵便局
もあったが、現在ほど生産設備が近代化されていなかった
ので事故死や病死者も多く、その犠牲者のほとんどは、向
鹿瀬、九鏡山龍蔵寺の墓地に苔むす姿で静かに眠る。
　今は訪れる遺族の姿もなく、毎年７月１５日、龍蔵寺檀家
が墓地の清掃と無縁供養を行っており、町の史跡のひとつ
になっている。
　さらに歴史をさかのぼれば、徳川の時代会津藩より、枝
村甚兵衛が作事奉行として当地に赴任、角神の奥地から約
５キロあまりの水路を引きトンネルを掘り、５０万平方メー
トルの田園を開墾、農業の振興に大きく貢献された。
　その耕地が昭和電工（株）の工業敷地となり会社発展の

年 世 帯 数 人　　口
昭和３１年３月３１日（人口ピーク時） ９５９ ４，５６０
平成１８年１１月３０日現在 １５４ ３４９

増　　減 △８０５ △４，２１１

＊昭和３１年の人口は向鹿瀬、合成、電工、赤崎、大浜の合計

【向鹿瀬の人口推移】

基盤となったことから、枝村様の功績を称え、丈山の頂き
に商売の神様「昭和稲荷」とともに、顕彰稗が祀られている。
　昭和３年、東信電気と東京電灯の共同出資により昭和肥
料（株）が設立され、豊富な電力、無尽蔵な石灰石原料、
鉄道輸送の３条件の揃った向鹿瀬地区が工業適地として選
ばれた。
　戦後国家の最重要政策は、食糧問題であり該社が生産す
る石灰窒素は農業生産に不可欠な魔法の化学肥料であった。
　往時を偲べば、会社には自前の総合病院、幼稚園、映画
の常設館があり、会社の創立記念日には中央の一流エンター
テイナーが来演した。
　当時、従業員は下請け協力業者も含め３，０００余人を数え、
その経済波及効果は福島県会津地方から新津五泉地区に及
び、向鹿瀬地区は正に昭和電工（株）の城下町であった。
　栄枯盛衰は世の常、当時の栄華の姿は古老の語る茶飲み
話で知る時代となったが、下表の人口推移表を見ながら、
在住の中から“熱い”“若い”起業家が１日もはやく誕生す
ることを願って筆をおく。

▲区の様子（南）

や福祉の建物があります。

　楽しみな行事に１０月の「ふれあいフェスタ」が

あります。家族全員が集まり、食べたり飲んだり、

子どもと遊んだり、また、別荘の皆さんも参加して

親睦を深めています。

　お互いに思いやりを大切に、明るい地区にしてい

きたいと思います。

向鹿瀬区

あが野ニュータウン区


